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豊岡市生物多様性地域戦略 短期戦略Ⅲの策定 

～穏やかに響きあういのちと地域が響きあう豊岡の実現に向けて～ 

 

 豊岡市では2013年に2027年度の目標像の実現に向けた生物多様性地域戦略を策定した。

以降、段階的に推進を図るため、５年ごとに短期戦略を策定し取り組んできた。2022年度

に 10年を経過することから「短期戦略Ⅲ」を策定した。 

 

１ 短期戦略Ⅰ・Ⅱ(2013～2022年度)の評価と課題 

⑴ 民間との協働により着実に進んでいるものがある一方、戦略の周知や、働きかけが不

十分な面がある。 

⑵ 市民の生物多様性に対する関心が低く、そのため自然再生等の取組みに関わる人手が

不足している。 

⑶ 理念的な内容となっている項目では着手できていないものがある。 

⑷ 具体的な数値目標を設定していなかったため、評価が難しくなっている。 

⑸ 戦略を進めるための体制が整備されていない。 

 

２ 短期戦略Ⅲの策定方針 

⑴ 骨格は維持する 

15 年間の地域戦略期間中であることから、当初設定した目標とする姿や基本戦略な

どは踏襲する。 

⑵ 第一次産業の価値を評価する 

食料や生活資材などの供給の場としてだけでなく、景観の維持も含め、第一次産業従

事者の生業の結果が生物多様性の保全に大きく寄与していることを評価する。 

⑶ 具体的な計画とする 

取組内容が分かりやすい具体的な内容とする。 

⑷ 数値目標を設定する 

いくつかの目標となる数値を設定するとともに、年度ごとの現状数値が把握しやすい

内容とする。 

 

３ 短期戦略Ⅲの概要 

⑴ 戦略期間   

2023年度～2027年度(５年間) 

⑵ 作戦と目指す姿 

  ア 作戦１「まずは知る」作戦！ 

地域のみんなが、地域の自然の豊かさやもろさを分かるようにします。 

(ｱ) 豊岡らしい季節の言葉を集めた「豊岡時候のあいさつ集(※１)」の作成 

(ｲ) 「生きもの共生の日(※２)」の浸透 ほか 

   ※１豊岡時候のあいさつ集…全国共通の時候ではなく、豊岡ならではの季節の言葉を

集めたあいさつ集 

     ※２生きもの共生の日…2007 年 5 月 20 日、日本の野外で 43 年ぶりにコウノトリが

孵化したことを記念して、5月 20日を「生きもの共生の日」に制定 

  イ 作戦２「行動に移す」作戦！ 

多様な生きものが住みやすい環境を増やします。 

資料 ２ 
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2027 年度までに学校給食への豊岡

産無農薬米の導入率 100％を目指す 

自然と触れ合う機会を

創出し、生物多様性地

域戦略の周知を図る 

(ｱ) 里山や水辺などで小さな自然再生の取組みの推進 

(ｲ) 生態系に影響を及ぼす外来生物の駆除方針の策定 ほか 

 ウ 作戦３「基盤を守る」作戦！ 

地域を支える第一次産業を育てます。 

(ｱ) 生産者と市民など消費者との交流機会の拡大 

(ｲ) 地元産品を選んで購入する市民の増加 ほか 

  エ 作戦４「つながる・つなげる」作戦！ 

人と人、地域と人とのつながりを深めます。 

(ｱ) 生きものや自然に触れる親子イベントの増加 

(ｲ) 海や山の保全活動に参加・交流する機会の創出 ほか 

  オ 作戦５「効果を高める」作戦！ 

作戦を実行しやすい仕組みを作ります。 

(ｱ) 戦略推進委員会（仮称）の設置 

(ｲ) 地域の保全活動と外部人材をつなぐ仕組みの確立 ほか 

⑶ 主な数値目標   

区分 目標項目 
2021年度 

現状値 

2027年度 

目標値※３ 

作戦１ 豊岡市生物多様性地域戦略を知っている人の割合 16.2％ 50.0％ 

作戦２ 保護地域とＯＥＣＭ(※４)の合計面積の割合 28％ 31％ 

作戦３ 学校給食における豊岡産無農薬米の導入比率 ０％ 100％ 

作戦４ コウノトリ文化館の来館者数 55,393人 250,000人 

作戦５ 戦略推進委員会の開催回数 ０回 ２回 

 ※３目標値…2027年度（単年）おける実績値を示す。 

 ※４ＯＥＣＭ…保護地域以外で生物多様性保全に貢献する場所。2023年度から環境省が

民間の取組等によって生物多様性の保全が図られている区域を認定し、国際データ

ベースに登録する制度を開始する。 

 

《参 考》 

１ 豊岡市生物多様性地域戦略 

⑴ 戦略期間   

2013年度～2027年度(15年間) 

⑵ 目標とする姿 

穏やかに響きあう いのちと地域 

 

２ 豊岡市生物多様性地域戦略 短期戦略策定委員会  

⑴ 構成  

学識経験者２人、市民６人、行政関係職員２人の計 10人 

⑵ 正副委員長  

委員長 菊地直樹氏(金沢大学人間社会研究域附属先端観光科学研究センター教授) 

副委員長 出口智広氏(兵庫県立大学大学院地域資源マネジメント研究科准教授) 

⑶ パブリックコメント 

５人、15件 

〔問合せ〕豊岡市コウノトリ共生部コウノトリ共生課 TEL0796-21-9017(直通) 


